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広告

　昭和32（1957）年、高円寺駅南口の商盛会（現・
高円寺パル商店街）に誕生した青年部が、阿佐谷七
夕まつりに負けまいと、夏の催しとして徳島の阿波
おどりに倣

なら

って踊り歩いたことが「東京高円寺阿波
おどり」の始まりです。当時は「阿波おどり」と名
乗ることもはばかられ「高円寺ばか踊り」と称して
いました。
　騒音や放置ごみへの批判を受け、資金不足にも陥る

なか、工夫を重ね、稽古を積みながら、次第に人気を
集めていきます。やがて、杉並きっての催しとなり、
現在では1万人の踊り手に100万人の観衆が熱狂する、
東京の夏を代表する大イベントに成長しました。
　手探りで新しい道を開いてきた彼らの熱い思いは、
その息子である東京高円寺阿波おどり振興協会理事
長の河原一さんや、高円寺阿波おどり連協会会長の
平野治彦さんたちの世代へ受け継がれています。

阿波おどりを高円寺の郷土芸能といえるようにしたい

東京高円寺阿波おどり東京高円寺阿波おどり第第22話話

証言者：河原一さん

証言者：平野治彦さん

90周年記念区長対談

　この秋、杉並区は区制施行90周年を迎えます。区の歴史を語る上で欠かせない5つの出来事を「すぎなみ

5ストーリーズ」として取り上げ、さまざまな方法で次世代に継承していきます。それぞれの時代の大きな

節目に、先人たちはどう向き合ってきたのでしょうか。当時を知る人たちに、田中区長が尋ねます。

未来へ継ぐ、未来へ継ぐ、55つの物語つの物語

区長：�始めた頃は、顔を白塗りにして踊ったそうですね。

河原：�情報が少なかった頃でしたからね。徳島の阿波おどりなんてみん
なほとんど知りませんでした。「道を踊りながら進む踊りがあるら
しいよ」とこの一声がきっかけで、経験者がいるわけでもなく、

商店主やその家族・従業員たちが集まったんです。顔を白
く塗り、眉黒、口紅で化粧をした人たちが、日本舞踊のよ
うな振りを「佐渡おけさ」のリズムに乗せた不思議な踊り
でしたね。その後、何度も徳島の連の人から教えを受け
て、数年後に晴れて「高円寺阿波おどり」という名に改

めるわけです。親父が青年部で、私も小さい頃から
大人に交じって踊ってました。

平野：�私は北口側の生まれですが、幼い頃、姉た
ちに連れられて南へ見物に行ってました。
踊ってる人たちは、とても照れくさそうで
したね。何年かして中央線が高架になり南
北の垣根がなくなってからは、北でも盛大
に踊り始めたんです。

区長：�今では、数多くの連と、取りまとめの連協会がありますね。

河原：�商店街振興の一環として始まったものなので、最初は商店街が
連を運営していました。でも、踊っているうちに、徳島の連に感
化されて個性を求めたくもなる一団も生まれます。そうやって、
次々と商店街から独立した連が生まれていったわけです。

平野：�大会自体が大きくなるにつれて新たなルールづくりを求められま
したし、区外での演舞依頼も増えてきて、調整することも多く
なってきましたので、まず連長会というものをつくって、そ
れを連協会へと発展させていきました。

区長：�動員数が増えれば増えるほど、行政や地域との調整
も課題になってきそうですね。

河原：�地元住民・商店街の理解はもとより、警
察・消防・交通機関・区役所などの協
力も不可欠です。主催者としての信用を
得るためもあって、平成16（2004）年
には商店街や連協会に各界の関係者も加
え、振興協会をNPO法人に組織変えし聴き手：田中良区長

「杉並区区制施行90周年」特設ホームページを開設！
　今回の「東京高円寺阿波おどり」のほか、「すぎな
み5ストーリーズ」のエピソードを紹介しています。ま
た、90周年を祝うイベント等の情報も掲載していきま
す。ぜひ、ご覧ください。

　　　�ました。大きな事故がなくここまで発展してこれたのは、さまざ
まなサポートを得ながら、地元と踊り手と観客が三位一体で支え
あってきたからこそですね。

平野：�高円寺には、はみ出し文化のようなものがあって、だか
らこそ「踊る阿

あ

呆
ほう

に見る阿呆」という奔放なスタイル
にマッチした気がするんです。しかし、そうした面
のみを求めていたら、どこかで壁にぶつかって
続けられなくなっていたでしょうね。徳島
同様、今日までやってこれているのは、踊
りや鳴り物の技術を守り、高めてきた数
多くの先人や、それを理解し楽しみなが
ら協力を惜しまなかった人たちのおかげ
です。

区長：�この2年は、コロナ禍で本大会も舞台公演
も見送りとなり、昨年は動画配信によるオ
ンライン公演となりましたね。

河原：�コロナ前と同じではないにしても、これから阿波おどりを担う人
たちの情熱が冷めないように、少しでも活動の場を増やさなきゃ、
という思いです。

平野：�私は「東京高円寺阿波おどり」を郷土芸能にするぐらいのつもり
でいますので、演舞する人には60年余りの歴史を背負うことに
責任と誇りを持ちながら取り組んでもらっています。コロナに負
けず「共に前へ、そして明日へ」向かっていきたいですね。

区長：�次の世代へ、その魅力を引き継いでいけるように努めていかなけ
ればなりませんね。貴重なお話を聞かせていただき、どうもあり
がとうございます。

▲�昭和33年　第2回「高円寺
ばか踊り」の様子


